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 これまでの中国植樹活動を振り返って     
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 私たちの NPO団体では、2004年から陝西省内の５地域で植樹協力活動に取り組んでお

り、2005 年からは、日中緑化交流基金の支援を受け、黄土高原の環境改善を図ることを目

的に、渭南市富平県及び淳化県、咸陽市三原県で活動を行ってきました。現在は淳化県で

文冠果の植樹に協力しており、6年目を迎えています。 

  当初は、中国側の制度や体制がわからず、日本と中国との手法にギャップを感じながら

手探りで進めていたプロジェクトでしたが、年月を重ねるとともに少しずつ様子がわかる

ようになり、中国側の手法を理解しつつ、日本のきめ細やかさを示しながら、カウンター

パートと協力して活動を進め、毎年、現地へ確認と指導に訪れ、短い時間ではありますが、

交流と意見交換の場を持ち信頼頼関係を築いてきました。また、陝西省林業庁の国際プロ

ジェクトのセクションにも大変お世話になり、候補地の選定や樹種選定等の助言をいただ

きながらプロジェクトを進めています。 

 黄土高原は雨量が少なく気象条の厳しい地域で、日本の植樹技術と共通するところもあ

る反面、干害による枯損を防ぐための樹種選定や植栽方法、植栽後の管理が大切であり、

カウンターパートの力量が問われるところです。 

 植樹協力事業は、植えたら終わりというものではなく、緑が大地に根付くことが最終目

的であり、終了したプロジェクトについても定期的に確認に行き、カウンターパートへ指

導助言を行っています。私たちが 10 年を超える活動を行うことができたのは、基金からの

支援はもちろんのこと、カウンターパートをはじめ多くの中国の方々の協力と理解による

ものです。 

さらに、日本側と中国側の調整役を担ってくれた「呉衛」さんという中国人スタッフに

負うところが大きいと思っています。彼の「日中の架け橋となり、中国の環境を良くした

い」という熱意と信念がなければ、途中で頓挫していたかもしれません。その彼が 10 月半

ばに 45 歳という若さで亡くなり、私たちの団体としては大きな柱を失ったところです。 

 私たちが活動を始めた頃と今とでは、中国の経済力は遙かに大きなものとなりましたが、

それでも農村部の暮らしは、まだまだ厳しいものがあるように感じます。彼の思いを引き

継ぐとともに、中国の環境改善と農村に住む人々の生活向上に少しでも協力ができればと

いう思いで、これからも活動を続けたいと考えています。 
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